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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、流通に関する伝統的な有力理論・仮説を抽出した上で、それらの説
明力や妥当性について、実際に生起した流通現象ならびに流通課業環境・制約環境に含まれる諸要因と関連する
統計データを用いた考察を試みた。研究成果のうちの2点は国内の主要学会にて学会賞を受賞した。本課題の最
終成果報告として、2018年度中をめどに流通に関連する220にのぼるテーマを理論、現象、データから論じる書
籍の刊行が決定している。

研究成果の概要（英文）：This research placed a particular focus on revisiting the key concepts, 
traditional theories and hypotheses that are deemed to be central to the academic studies into 
retailing and distributive trades. Despite the importance of sharing these knowledge among the 
academics in this discipline across the globe, there have only been a handful of publications that 
tackle the issues. Such an ever widening gap between the potential strong need for it and the 
reality has made it difficult for the younger academics to tap into the research into the complex 
world of macro-marketing. It has also been a barrage for fostering international joint research 
activities. 
In the face of these situations, this research project has made a long list of classic theories, 
models and hypotheses that are centered around retail and distributive trades and attempted to test 
their validity and relevance to the phenomenon in the real world and the data that are made public 
in the form of statistical accounts. 
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１．研究開始当初の背景 
流通は、生産と消費との間に生じる種々な隔
たりを架橋することで需給を整合する社会
的役割を果たす。流通の仕組みは、私たちの
安全で快適な生活に不可欠であるだけでな
く、商品のもつ効用をよりよく発揮させ、そ
の価値を高める。国民経済の観点からは、効
果的・効率的で公正性を有する流通システム
の存在が、経済循環の有効性をもたらす。社
会的分業が高度化した現代において、流通シ
ステムに期待される役割は、ますます大きく
なっている。しかしながら、流通システムと
いう巨大で複雑な社会的仕組みについて包
括的に理解するためには、その現状とそこに
至る史的プロセス、さらにはその将来展望を
試みるための多面的な理論的視座と歴史知
識が不可欠となる。このことから、流通領域
における研究の必要性が学術的側面および
実務的側面の双方において高いにも関わら
ず、流通研究を志す若手研究者に対する大き
な参入障壁が存在している。また、国際的な
共同研究に取り組む上でも、国や地域毎に本
領域に関する理論的知識の共有が希薄であ
るとともに関連統計を用いた分析にも相違
点が大きいため、研究活動の国際化における
基盤知識の形成も重要な課題となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、流通研究をめぐる上述の背
景に鑑み、流通に関する研究を志す上で不可
欠となる同学術領域における代表的な古典
的有力理論・仮説の概観を行うとともに、そ
れらの理論的妥当性を現実に生起する流通
現象とそれらに関連する諸データの分析結
果にもとづいて考察することを試みている。
また、本研究の最終成果を活用する形で、流
通分野における国際研究を推進する上での
共有知識基盤の形成に寄与したい。 
 
３．研究の方法 
本研究課題は、流通研究に注力する全国の研
究機関に所属する若手・中堅研究者を中心に
研究組織を構成する一方で、研究分担者・協
力者として同分野における複数の代表的研
究者が参画し、双方が研究の各段階において
進捗内容として提示された諸（経過）成果に
ついて議論を行い、必要に応じた修正を随時
施行する形で取り進めた。具体的な研究方法
としては、以下の流れに従った。 
(1)有力理論・仮説の抽出と検討、体系化 
(2)流通研究における諸概念の整理 
(3)日本の流通とその課業環境・制約環境に
関する重要な史的イベントの抽出 
(4)(1)～(3)の結節点の検討を通じた個別研
究テーマの策定と研究活動の遂行 
(5)理論と現象、データを媒介とした研究成
果の執筆完了と編集、刊行（2018 年度） 
 
４．研究成果 
本研究課題では、流通に関する伝統的な有力

理論・仮説を抽出した上で、それらの説明力
や妥当性について、実際に生起した流通現象
ならびに流通課業環境・制約環境に含まれる
諸要因と関連する統計データを用いた考察
を試みた。研究成果のうちの 2点は国内の主
要学会にて学会賞を受賞した。本課題の最終
成果報告として、2018 年度中をめどに流通に
関連する 220 にのぼるテーマを理論、現象、
データから論じる書籍の刊行が決定してい
る。 
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